
 

解答例 

    ア ⑨ 止水工法 

        イ ② 物理的方法 

    ウ ⑤ 釜場工法 

    エ ⑦ 真空深井戸工法 

    オ ④ 鋼矢板工法 

    カ ① セメント注入工    

  



 

  解答例 

  図 Y   ④ 鋼矢板工法 

           ⑦ 真空深井戸工法 

 

    図 Z   ④ 鋼矢板工法 

           ⑤ 釜場工法 



          

  解答例 

③  天候の影響を受けにくい。 

⑥ 真空を利用した排水工法である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  解答例 

⑴  ④ Ｄ  

「1 槽目から 2 槽目へ」の表現について、第１室と第２室がある場合は 1 槽とみなして第２室からの

移流口について判断した。 

⑵  ② Ｂ 

 

⑶  ⑬ A，C, Ｄ 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

  

   

 



 

 



 



 



 

 

   

 

 

 

 



 

 

  問題３ 

解答例   

  50人以下の性能評価型浄化槽で標準型の場合の例 

 ⑴  ③ 

 

 ⑵   

表 净化槽の処理性能 
 

 (ア)水質項目 (イ)数值 (ウ)上限·下限の别 

処理性能1 BOD 濃度(mg/L)   ⑫ 20 ① 以下 

処理性能2 BOD除 去 率 ( % )  ④ 90 ② 以上 

処理性能3  ⑤該当なし  ⑲ 該当なし   ③ 該当なし 

  性能評価値がBOD以外にSS等の数値がある場合は処理性能3に記載する。 

  
 

 

 



 

解答例 

 ⑶ 工程管理  ③ 埋設物の有無について、あらかじめ調査をする。 

 ⑤ 材料運搬業者と打ち合わせを行い、手持ちが出ないように調整する。 

  ⑧ ネットワーク工程表を作成し、埋設工事の時期を検討する。 

 ⑷ 安全管理  ② 土質に応じて、矢板を設置し、根入れ深さを十分にとる。 

④ クレーン作業範囲にバリケードを設け、立入禁止とする。 

⑨ 作業主任者を選任し、地山の状態を管理する。 

        

「③ 埋設物の有無について、あらかじめ調査をする。」は安全管理の観点からの 

措置とも解される。 

     

なお、選択肢の残りの ① ⑥  ⑦ は品質管理のための措置又は対策となる。   


